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140 大学教育論叢 第 4 号 
表１ 素材・道具・方法 
 料理 音楽 教育 
素材 食材 曲 教える内容 
道具 調理器具 楽器 教える道具 




















































































142 大学教育論叢 第 4 号 
表２ 学習目標に対応する授業方法 
 
知識 理解 応用 分析 統合 評価 
講義 ○      
双方向型の講義 ○ ○     
ディスカッション  ○     
書く・話す  ○ ○ ○ ○ ○ 
各種評価技法  ○ ○ ○  ○ 
協同学習  ○     
ピア評価  ○  ○  ○ 
実験  ○ ○    
ケースメソッド   ○ ○ ○ ○ 
探究型学習 ○  ○ ○ ○ ○ 
問題基盤型学習 ○  ○ ○ ○ ○ 
プロジェクト学習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
ロールプレイ  ○ ○ ○  ○ 
サービスラーニング   ○ ○ ○ ○ 
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